
滞刀徹・LL田静男：常鮎毎に出現したマイワシーこ仇、て

常磐近海に出現したマイワシについて

渡　辺　　　徹．山　田　静　男

1　ま　え　が　き

昭和58年11月から57年1卵での常磐海区には文字どおり異常なといえるほど一大羽イワシの大

群が出現した0その大群を追って青森県から末娘県までの旋網船が入り乱れて漁獲したのであるが■その

成果は5万トンといわれノあるいは5万トンともいわれるほう大をものである0

このような現象に対して理由づけることは′われわれの調査段階ではなか充か困難である。それは調査

の方法論的な吟味が充分なされていなかつたということにも売るが′また一つには■組織的調査が，こと

この大羽に対しては，なされていなかつたという理由にもよるD

したがって，このような理由づけをする筋道の前段として大羽イワシに関するわずか友知見と考察の結

果を報告して，次年以降の調査発展に何らかの参考にしたい所存である0

2　大羽　イ　ワ　シの漁況

（1）サンマ漁場における大羽イワシ

上述した常磐海区の大羽イワシには2－（2）で詳述するとしてJこれより前にサンマ漁場付近で大羽イ

ヮシの大群を発見したとか，大羽イワシを集魚灯で寄せて多獲したとか報告してきた本県サンマ漁船の

模様を述べてみたい0

当水式では，例年サンマ解禁前に在ると′サンマ漁況を把纏する目的で県内全船にサンマ漁況報告書

の提出を依頼しているのであるが，9月11日から同月19日までの間に計5件の大羽イワシに関する

報告がみられた。それを図示したのが図一1である0

これによると大羽の漁獲もしくは発見位置は．

40040■N～410　20－N

1470　50■E～148000■E

のやゝ押合海域で．それは大黒島SE250マイル′もしくは鮫角SE400マイル付近の海域にあ

たる。本県船では最初に第2笹の丸が11日に発見し，そのとき5回操業して大羽イワシ51ton漁

獲した。その報告によれば．魚体は20〔鳩慶で表面水温20・80Cのところにサンマが淡許をれて蕗

泳し．その下層に大羽の大群がみられたということである0その後12日に′St・2と■St・5で大羽

ィヮシ湿りのサンマを別個の船が漁獲しているが■その時の表面水温は18・10C′171－1・750Cであっ

た。その数日かいた18日にSt．4で′19日にはSt・5で′大羽イワシをみたカ獲ったわしているがノ

その時の表面水温は14・7℃，15・4℃と前の場合より非常に水温の低い環境であった0

いせ，この時の環境を巨視的に把握するため■9月11日～15日の海況囲（茨城水試サンマ漁況速

報）にこれら甲漁獲もしくは発見位置をプロットしてみると′明らかに親潮第2分秘計縁辺部の西側に

位置していることがわかる0（図－1参照）0
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茨水訳：試験報告　昭和58年度

第1図　サンマ漁場でのマイワシ漁獲位置と海況（57年9月11日・・－9月＿15日）

（海況図は東北水研漁況速報第28号による）

仙　9月11日　表面サンマ淡群．下層大羽大群　5回操業　51ton水温20．80C

（219月12日　小型サンマにマイワシ混る　18．1℃

r3）9月12日　マイワシ50KP　サバ僅か　171、175℃

（4）9月18日　イワシ大群をみる。1回操業　1ト／14．7℃

（引　9月19日　大羽イワシ　100秒　15．4℃

その後大羽イワシに関する情報は一時途切れたが．10月5日になって本場試験船平和茨城丸が410

54■N。148028■E．つまわ大黒島SE150マイルの海域．表面水温15℃のところで大羽

イワシを1［日日邑採集した。このときの採集地点をプロットするとやはり親潮第2分枝の西側縁辺部に

位置す．己ことがわかる。（図－2参照）。
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渡辺衛仙肺：常細こ出現したマイワシに且、て

しかも9月中旬のときに較べて，

かな机ヒ西の方向．す表わち大

黒島寄少に接岸しているが，親

潮第2分枝それ自体にも黒潮前

第2図　平和茨城丸に上る大羽イワシ採集場所と海況（57年

10月1日・・－5日）

（同漁況速報52号による1

810月5日　平和茨城丸にエ少大羽イワシ10D尾採集

1500C

線を南に圧迫しながら南下する

連動が起っていたと考えられる。

したがって，恐らくとのサンマ

漁期中にはかなカの大羽イワシ

群が黒潮前線と親潮とのいわゆ

る潮目（とくに第2分枝縁辺部）

に分布していたものと考えられ

る。

（2）常磐沖の大羽イワシ漁況

以上はサンマ漁船に上る大羽

イワシの情報であわ．親斬第2

分枝あるいは黒潮前線と関係づ

けてみたのであるが．ここでは

この報告の主体をなす常磐近海

の大羽イウシの漁況を述べよう。

この海域での大羽イワシの初

漁は一般に知られている11月

中旬というよわは．むしろ8月

上旬とみたい。その理由は後述

の体長組成の項で論ずるとして．

この占月上旬から7月上旬にか

けての大羽イワシないし中羽イ

ワシの漁況を簡単に触れてみたい○

この大・中羽イワシは8月上旬から7月にかけて本県沖から福島県沖の距岩10マイル付近の海域で

突発的に漁獲されたのであるが．丁度この時期は指定中型旋網漁船がカツオマクロ旋網に従事していた

ためか，マイワシの漁況は散漫で．本県では県北の大津の旋網船・三浜地区の大洗の旋網船がこれに向

ってレヽたに過ぎない。

その後は前項で述べたサンマ漁期中の大羽イワシノ11月中旬塩屋崎から請戸沖の大羽イワシと続い

ている。
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茨水試：試験報告　昭和5°年度

厚ト5は，11月中旬以後の漁獲位置を本県船の離する無線情報経って7・ロットしたものである。

第5岡常磐海域冬期におけるマイワシの漁場推移（1）●カタクチイワシ○マイワシ

この那よれば，11月中旬の塩屋崎沖に射する大羽イワシ漁場は・11月下旬12月上旬にはカタ

クチイワシの用魚（通称ゴポーセグローの漁場に変ってしまった0しかし・12月中旬に入って仙台

脚酬舟田代島両替と鵬東鼠さらに原釜沖にかけて・再び大羽イワシが集中的に大凱とれは

じめ，12月下旬，1月上旬，中旬・下旬と・引続き常磐近醇でも大羽イワシが漁獲されたのであれ

2什柑・ては犬昧崎沖でも漁掩された0しかもそれら各月・各旬の漁場穣位置は明らか欄崖水で被

ゎれている10　秒等棚の陸細に沿って移動したことが怖され・帝下期の魚群の分布密度は仙台湾

に智集したときよりも散漫であったと推定されるのである0



拡聖徹・LL田静男：蜘現したマイワシについて

第5図　　その（2）

3　体　長　組　成

前述したように■常磐沖には占月上旬にマイワシの突発的な漁獲があー。′7月上旬まで散発的な漁獲が

あったのであるが′このときの体長組成は牒馴70・～20・5（甥′モード18・0．18．5C畔あった。

その後9月に入って全長20伽内外の魚群を51tonサンマ船が漁獲しているが，それと全く同一の群

とみられるサンマ漁場のマイワシを18月5日に採集測定した結果は1R5C胱モードをもつ削測定尾

数が少紬ので明確ではかハが）であった0さらに同月17日これとは全く別個の系群と推察される10．G

～15・5C明のマイワシが本県汲上沖の水深20～50蛸区で採集されている。

そして11月以降の常磐一仙台帝近海の大羽イワシになるのであるが，仙台湾福島県沖の標本について

は調査できず■1月26日以降の調査結果では1鼠5C恥24・5cmの範囲に分布し．モードは20．5C触

ら21・5cmの範囲に出現している0さらにこれとは別個の系群でしかも10月17日の小中羽イワシ那

連らなるのではないかと考えられる中羽イワシ群が2月25日犬吠崎SSW水探　90～150加で採集
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茨水試：試験報告　昭和58年度

れこの群の範囲は12・5e恥＝・D町モード15e症15㈲二峯（これは洲鯛数が少をく′標

本抽出誤差と考えるが）であった0

以上のことを図示すると■図－4のようである0

101112151415　日171819
体　　長　（即）

20　21　22　25　24

①　8月7日

中ノ作50

②　7月4日

部珂湊前70か

⑨10月5日

140541N

14d02dlE

④10月17日

玉田沖

⑤1月2占日

鹿島汲上沖70か

⑥1月29日

鹿島玉田南90か

⑦　2月11日

犬吠崎SE25

⑧　2月25日

犬吠SSW9G～

150茄

第4回　常磐海域，東北サンマ漁場で採集された標本の体長組成

っせ卯昨年占～7月の夏季に常磐沖に出現した大・中羽イワシから本年2月犬吠崎沖で漁獲された大羽

ィヮシまでの間には∴体長範関とモードの季節的な右移動から考えて′一連の関係が成立するように思え

るし，さらにまた一昨年10月本県沖の沿岸で採集された小中羽イワシと本年2月犬吠崎沖で漁獲されたノ

中羽イワシについても一連の関係を想定できるD
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渡辺徹・山脾：脚したマイケツについて

4　考　　　　　察

以上のマイワシーとくに常磐近海で秋の終銅から冬にかけて大漁を得ることができた大羽イワシ一

に関するいろいろな情報を綜合してみると■体長組成の項で想定したようを一連の系群として■東北海区

のマイワシを認めることができるのではないだろうか0

っまわ．秋のサンマ漁場に出現したマイワシは■単に沖合群として独立したPopulationを構成し

ているのでは左く浦島水試（19占2）11の調査結果からも明らかをように体長組成の一連の関係から一

仙台湾や常磐近海に出現した群さらにそれが犬吠崎まで南下した群との連がカをもっているのでは紬か

と考えられる0

サンマ漁期中の全Proce8且にかける海況変動がサンマ漁場との関連において調査もしくは把振され

ているため．この期間大羽イワシの棲息していた親潮第2分枝がどのような形で雛したのか不明である

が．例年これが塩屋崎につつかけるように接岸することなどを考えるとJH月中句塩屋崎から四ツ倉沖

にかけて大羽イワシの漁場が突然形成されたということもあながち理由のないことではない0

秦（1981）2）が1958．59年の北太平洋の海流瓶投入結果から1520E以西で放流した瓶は

本邦に．それ以東で放流したものは北米治郎漂着したと報じているが′このことからも親潮第2分枝西

側縁辺部の大羽イワシ漁場が塩屋沖に移動したと見ることは可能性のない見方ではない。もちろん無生物

と生物を同一視して．魚類の添泳力というものを考慮しかハわけでは左いが′もしイワシが指向する環境

と海流の流れる方向とが同一であるとすれば∴魚群の移動は瓶の漂流よカ遠くはなるが′方向が異ること

さて．このような大胆な推論をあえて下した理由は明年慶の作業仮説として設定したものであって′漁

況予報が東北海区のサンマ漁場における大羽イワシの情報から可能左ものであるかどうか■さらに北上期

の大．中羽イワシとの関連において綜合的にでも推論して予報することができるかどうかを検討するため

である。

要

昭和58年春から57年冬までの常磐沖マイワシ．およびサンマ漁場におけるマイワシ漁況さらにそれ

らの体長組成を調査して次の推論を得た0

①19日年秋のサンマ漁場にはかなカの大羽イワシが親潮第2分枝縁辺部に棲息していたものと推定

した。

⑧・この大羽イワシは19十悸初夏常磐沖を通過した北上群と同一系群であわノさらにこれはノ仙台跨∫

常磐沖を南下した群とも同一系群であろうとした0
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芙水試：試験報告　昭御5‘年度

参　　考　　文　　献

11　福島県水産試験場（1982）　　昭和5°年度胞資源委託調査報告書

2）　秦　克己（19dl）．（1982）　　北部太平洋にかける海流瓶の投入について

海洋技術連絡会発表資料


